
2007年（平成19年）
担当官署名： 高松地方気象台

通年番号  期日・期間  災害発生日  気象現象名  気象災害名  発生地域名  総観気象的状況
13 2007年 2007年7月14日 強風 高潮 府県区内の全域

(災害報告) 7月14日～7月15日 17時頃 波浪 香川県

 人  道路損壊  か所
観測項目 観測値 起時・期間 観測地点  人  橋の流失  か所

最低海面気圧 978.8hPa 7月15日 0時42分 多度津  人  鉄軌道被害  か所
最大風向・風速 東南東 10.4m/s 7月14日 22時50分 高松  全壊・全焼・流失  棟  山崖崩れ・地滑り  か所
最大風向・風速 東北東 11m/s 7月14日 14時10分 香南(a)  半壊・半焼・一部破損  棟  堤防決壊  か所
最大瞬間風向・風速 東南東 20.9m/s 7月14日 22時40分 高松  床上浸水  棟  通信施設被害  回線
最高潮位(DL上) (速報値)354cm 7月15日0時1分 高松  床下浸水 1 棟  木材流失  ｍ3

最大偏差 31cm 7月15日2時 高松  流失・埋没  ha  山林焼失  ha
 冠水  ha  船舶被害  隻

 陸上
 海上
 航空

・農業被害の農産物被害面積、被害金額の市町村（その他）の値は、高松市、さぬき市、東かがわ市、丸亀市、三豊市、三木町、小豆島町、土庄
町の合計値。

・農業被害の施設箇所、被害金額の市町村（その他）の値は、高松市、さぬき市、東かがわ市、三木町、小豆島町、土庄町の合計値。
・陸上交通運休の値は、JR線のみで、その他については便数は不明。

・海上交通運休の便数については不明。

・陸上交通・その他の市町村（その他）の値は、高速道路の高松道の通行止め。

【気象概況】（災害速報第１報では簡潔でよい）
13日日中、沖縄付近を通過した大型で非常に強い台風第4号は、東シナ海を北上して14日14時ごろに鹿児島県大隅半島に
上陸した。その後、14日21時ごろに勢力をやや弱め足摺岬付近を通り四国の南岸を東進し、15日昼ごろ東海沖に進ん
だ。香川県は14日11時ごろから強風域、20時ごろから暴風域に入り、15日06時ごろ暴風域、10時ごろ強風域を抜けた。
香川県では、14日昼前から東よりの風が強まり、15日早朝にかけ強風となった。また、15日昼から夕方にかけ吹き返し
の西よりの強風が吹いた。香川県沿岸では15日0時ごろが満潮（大潮）に当たり高潮が発生した。

【災害概況】
坂出市の櫃石島で高潮のため住家１棟（老人憩いの家）が床下浸水し、さぬき市では強風のため倉庫の屋根が損壊し
た。また、強風による高圧線の切断のため、坂出市林田町の79所帯が14日21時15分から22時50分まで停電した。農林水
産関係では、早期栽培の水稲の穂ずれ、野菜の傷み、桃の落果、オリーブの落果、ビニールハウスの破れ等で合計約
2,000万円の被害が出た。交通関係では14日、ＪＲ四国は17時15分までに全線で運転を見合わせ、マリンライナーなど
638本が運休し、約43,000人に影響が出た。琴平電鉄も20時過ぎから全線で運転を休止した。空の便では東京便などが19
便欠航して、約2,300人に影響が出た。海の便は高松と神戸、小豆島、宇野間のフェリーなどが欠航した。15日、ＪＲ四
国は7時20分ごろまでに全線で再開したが、マリンライナーなど85本が運休、約6,000人に影響が出た。空の便では東京
行き2便が欠航した。海の便では高松－小豆島のフェリーや高速艇、高松－宇野のフェリーなど、大半の航路で午前中の
便に欠航が相次いだ。高速道路では高松道の志度－鳴門間で14日23時から通行止めとなった。また、高松市の県道1ヶ所
で冠水のため通行止めとなった。

香川県、四国電力、四国新聞、毎日新聞
 報告刊行物

備 考 ・ そ の 他 気 象 及 び 災 害 の 概 況
【官署の対応】（災害速報では必須）
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